






















































る(小林 1933;渡遺 1952;石垣 1965;泉 1976;Waida 1984;大坪 1989，2006;田守 ]991;南











fころんj は弾んで転がることを rころり j は転がって止まることを表す。
語末促音の象徴性については，論者により多少の表現の違いはあるものの，概して動
作・作用の f瞬時性J rスピード感J r急な終わり方j であるとか(田守・スコウラ
























¥ Hamano (1998: 68)の言を引くと，“[/QI]indicates that the 0句ectis inflexible and that the action is cari吋
out vigorously in one dilなctionor without marked change in its physical condition"との説明がなされている。
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ば用いられる。那須 (2012)では， 8名の母語話者にそうした無語尾のオノマトペ 43
語を描画とともに提示し，各語形を発音してもらったうえで¥そのヒ。ツチ動態を分析



































































という匂を rララj部分を低高調 (LH型) ・高低調 (HL型)の二通りの音調で発




続いて凶型~亨j と HL型弓7J のヒ。ツチ動態を比較したうえで，刺激音作
成のベースラインとなる Fo曲線を合成するために， LH型 'HL型それぞれの Fo曲線
について亘線近似を生成した(図 2)。この一連の作業では Praatのstylize機能を使用






が実在語でないことは， 5種類のオノマトペ辞典(浅野 1978;Kakehi， Tamori， and Schoump 1996;飛
田・浅田 2002;山口 2003;小野2007)を点検して確認済みである。
4この話者は今回の知覚実験には被験者としては参加していない。








P1 P2 P3 
-----LH -ーo-HL
図2 合成のベースラインとなる日曲線の直線近似
次に，屈曲点 P1. P2 . P3のお範囲をそれぞ、れ 9等分し， 8種類の曲線を合成した。




刺激 P1 P2 P3 
#1 200.0 220.0 360.0 
#2 207.8 235.6 340.0 
#3 215.6 251.1 320.0 
#4 223.4 266.7 300.0 
#5 231.1 282.2 280.0 
持6 238.9 297.8 260.0 
#7 246.7 313.6 240.0 
#8 254.6 328.9 220.0 
#9 262.2 344.4 200.0 
















































えないと判断した被験者の数 (NO回答者数)をまとめたものである。図 4は， YES 
回答者の割合の変化をグラフで示したものである(図中の点線は線形近似)。
表2 実験結果
刺激 YES(%) NO(%) 
#1 21 (91.3) 2 ( 8.7) 
#2 20 (87.0) 3 (13.0) 
#3 21 (91.3) 2 ( 8.7) 
#4 19 (82五) 4 (17.4) 
#5 12 (52.2) 1 (47.8) 
#6 9 (39.1) 14 (60.9) 
#7 7 (30.4) 16 (69五)
#8 10 (43.5) 13 (56.5) 
的 7 (30.4) 16 (69.6) 















































































































→ a)ピカ十之 → b)ピカッ十と





(石垣 1965;天沼 1974;泉 1976;Waida 1984;大坪 1989，2006;南部 1992;田守・スコウラ










































助詞 fとj とは別の要素としてオノマトベ部分 fピカッj だけが切り出せることの
に由来するのではないか。
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